
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント アドベンチスト聴覚
ちょうかく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

 

 

総
そう

 題
だい

 「神
かみ

の愛
あい

と正
せい

義
ぎ

」 

 

第
だい

４
よん

課
か

  神
かみ

は情熱的
じょうねつてき

で憐
あわ

れみ深
ぶか

い 

池増
いけます

 益
ます

男
お

 

  

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

[暗唱
あんしょう

聖
せい

句
く

] 

女
おんな

が自
じ

分
ぶん

の乳飲
ち の

み子
ご

を忘
わす

れるであろうか。母親
ははおや

が自
じ

分
ぶん

の産
う

んだ子
こ

を憐
あわ

れまないであろうか。たと

え、女
おんな

たちが忘
わす

れようとも／わたしがあなたを忘
わす

れることは決
けっ

してない。 

（イザヤ 4 9
よんじゅうきゅう

： 1 5
じゅうご

、新
しん

共同
きょうどう

訳
やく

） 

 

★神
かみ

の愛
あい

には感
かん

情
じょう

は含
ふく

まれないのでしょうか？ 暗唱
あんしょう

聖
せい

句
く

（イザヤ 4 9
よんじゅうきゅう

： 1 5
じゅうご

）は、神
かみ

が

母親
ははおや

のような深
ふか

い愛情
あいじょう

（感情
かんじょう

も含
ふく

まれる愛
あい

）で私
わたし

たちを憐
あわ

れんでくださるとあります。もちろ

ん神様
かみさま

は感情
かんじょう

だけで行動
こうどう

を起
お

こされるのではありません。完全
かんぜん

な善
ぜん

と完全
かんぜん

な知恵
ち え

を持
も

って私
わたし

た

ちを助
たす

け、導
みちび

かれます。 

 

２
に

．日曜
にちよう

日
び

：母親
ははおや

の愛
あい

以
い

上
じょう

のもの 

この地
ち

上
じょう

で神
かみ

の愛
あい

に最
もっと

も近
ちか

いのは母親
ははおや

のわが子
こ

に対
たい

する愛
あい

だと言
い

われ 

ますが、神
かみ

の愛
あい

はそれ以
い

上
じょう

であることが、「女
おんな

たちが（乳飲
ち の

み子
ご

を） 

忘
わす

れようとも／わたしがあなたを忘
わす

れることは決
けっ

してない。」 

（イザヤ 4 9
よんじゅうきゅう

： 1 5
じゅうご

）と表
あらわ

されています。 

時々
ときどき

、自
じ

分
ぶん

の幼
おさな

い子
こ

供
ども

を暑
あつ

い夏
なつ

に車
くるま

の中
なか

に置
お

いたままにしたり、あるいは暴
ぼう

力
りょく

を振
ふ

るって殺
ころ

してしまう悲
かな

しい事
じ

件
けん

が起
お

こります。エレミヤ 3 1
さんじゅういち

： 2 0
にじゅう

によれば、神
かみ

は、神
かみ

に逆
さか

らい反抗
はんこう

す

る者
もの

でも、「かけがえのない息
むす

子
こ

」「喜
よろこ

びを与
あた

えてくれる子
こ

」として諦
あきら

めることができないと言
い

っておられます。神
かみ

の胸
むね

は張
は

り裂
さ

けそうな（とても悲しくて泣いている）のです。ああなんと愛情
あいじょう

深
ぶか

い神
かみ

でしょう。 

 

３
さん

．月曜
げつよう

日
び

：はらわたを引
ひ

きちぎられるような愛
あい

 

神
かみ

から離
はな

れて偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

（霊的
れいてき

姦淫
かんいん

）を繰
く

り返
かえ

すイスラエルの民
たみ

に対
たい

する変
か

わることのない神
かみ

の無
む

 

 
 



限
げん

の愛
あい

を明
あき

らかにするために、神
かみ

は預
よ

言者
げんしゃ

ホセアに「堂々
どうどう

と姦淫
かんいん

を繰
く

り返
かえ

す女
おんな

と結婚
けっこん

せよ」と命
めい

じられます。その女
おんな

にはすでに他
ほか

の男性
だんせい

たちの子
こ

供
ども

もいます。ホセアとの結婚
けっこん

後
ご

も他
ほか

の男性
だんせい

を求
もと

めて家
いえ

を出
で

て行
い

きますが、神
かみ

はホセアに彼女
かのじょ

を迎
むか

えに行
い

きなさいと言
い

われるのです。ホセアは彼女
かのじょ

と離
り

婚
こん

もできません。ホセアは周
まわ

りの人
ひと

たちからどんな目
め

で見
み

られたことでしょう。どんなに辛
つら

く

悲
かな

しい思
おも

いをしたことでしょう。実
じつ

はこのホセアの苦
くる

しみこそ、イスラエルの民
たみ

に裏
うら

切
ぎ

られ、ズタ

ズタにされる神
かみ

の愛
あい

の心
こころ

そのものでした。それでも神
かみ

はこう言
い

っておられます。「ああ、わたしの

エフライム（＝イスラエル）。どうして、あなたを捨
す

て去
さ

ることができよう。どうして見
み

放
はな

せよ

う。・・・何
なん

としても、あなたたちを助
たす

けたい。」（ホセア１１
じゅういち

：８
はち

 リビングバイブル） 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：イエスの憐
あわ

れみ 

昨日
き の う

は旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の中
なか

から、神
かみ

に罪
つみ

を繰
く

り返
かえ

し続
つづ

け、滅
ほろ

びの寸前
すんぜん

にまできていたイスラエルの民
たみ

に対
たい

する神
かみ

の計
はか

り知
し

れない（大きな）愛
あい

の叫
さけ

びについて学
まな

びました。 

今日
き ょ う

は新約
しんやく

聖書
せいしょ

における同
おな

じような（神さまの大きな愛の）場
ば

面
めん

を見
み

てみましょう。エルサレム

の滅亡
めつぼう

（町
まち

ばかりでなく、多
おお

くのユダヤ人
じん

がローマの軍隊
ぐんたい

によって滅
ほろ

ぼされる恐
おそ

ろしい時
とき

）が近
ちか

づ

いていることを知
し

って、イエス様
さま

が彼
かれ

らのために泣
な

かれた場
ば

面
めん

です。 

「エルサレム、エルサレム、預
よ

言者
げんしゃ

たちを殺
ころ

し、自
じ

分
ぶん

に遣
つか

わされた人々
ひとびと

を石
いし

で打
う

ち殺
ころ

す者
もの

よ、め

ん鳥
どり

が雛
ひな

を羽
はね

の下
した

に集
あつ

めるように、わたしはお前
まえ

の子
こ

らを何
なん

度
ど

集
あつ

めようとしたことか。だが、お前
まえ

たちは応
おう

じようとしなかった。」（マタイ２ ３
にじゅうさん

： ３ ７
さんじゅうなな

） 

イエス様
さま

の心
こころ

は愛
あい

の無
む

念
ねん

さで引
ひ

き裂
さ

かれて（愛が伝わらなくて悲し

くて悲しくて）、どれだけ涙
なみだ

を流
なが

されたことでしょう。 

 

５
ご

．水曜
すいよう

日
び

：熱情
ねつじょう

の神
かみ

なのか 

聖書
せいしょ

の神
かみ

は、「憐
あわ

れみ深
ぶか

い神
かみ

」（申
しん

命
めい

記
き

４
よん

： ３ １
さんじゅういち

）であると同
どう

時
じ

に「激情
げきじょう

を引
ひ

き起
お

こす神
かみ

」（詩
し

篇
へん

７ ８
ななじゅうはち

：５ ７
ごじゅうなな

）と記
しる

されています。新共同
しんきょうどう

訳
やく

の「激情
げきじょう

」は、口
こう

語
ご

訳
やく

では「ねたみ」と訳
やく

さ

れています。 

十戒
じっかい

の第
だい

二
に

条
じょう

には「どんな形
かたち

（偶像
ぐうぞう

）をも造
つく

ってはならない。それ（偶像
ぐうぞう

）にひれ伏
ふ

してはな

らない。それに仕えてはならない。・・・主
しゅ

であるわたしは、ねたむ神
かみ

であるから・・・」とあり

ます（出
しゅつ

２０
にじゅう

：４
よん

，５
ご

 口
こう

語
ご

訳
やく

）。神
かみ

は、私
わたし

たちが創
つく

り主
ぬし

である神
かみ

から離
はな

れて偶像
ぐうぞう

に仕
つか

える時
とき

、

激
はげ

しいねたみを起
お

こされます。もし妻
つま

が夫
おっと

以
い

外
がい

の男性
だんせい

と仲
なか

良
よ

くなり姦淫
かんいん

したら、妻
つま

を愛
あい

していな

い夫
おっと

だったら、憎
にく

んで離
り

婚
こん

するでしょう。しかし妻
つま

の幸
しあわ

せを心
こころ

から願
ねが

う愛情
あいじょう

深
ぶか

い夫
おっと

（神
かみ

）は、

妻
つま

が他
ほか

の男性
だんせい

（偶像
ぐうぞう

/サタン）に夢
む

中
ちゅう

になるのを見
み

ると「ねたみ」を起
お

こされるのです。神
かみ

は私
わたし

た

ちを深
ふか

く愛
あい

し、「あなたはわたしのものだ。あなたをサタンのものにさせたくない。わたしのとこ

ろに帰
かえ

ってきなさい。わたしは必
かなら

ずあなたを取
と

り戻
もど

し、救
すく

いたい」という神
かみ

の情熱
じょうねつ

が「ねたみ」



という人間
にんげん

の感情
かんじょう

で表されているのです。 

 

６
ろく

．木曜
もくよう

日
び

：憐
あわ

れみ深
ぶか

く、情熱的
じょうねつてき

な 

クリスチャンは神
かみ

から深
ふか

い憐
あわ

れみを受
う

けた者
もの

として、家
か

族
ぞく

、友人
ゆうじん

、隣人
りんじん

に対
たい

して愛
あい

を表
あらわ

すよう

にパウロはすすめています。「愛
あい

は忍耐
にんたい

強
づよ

い。愛
あい

は情
なさ

け深
ぶか

い。ねたまない。愛
あい

は自
じ

慢
まん

せず、高
たか

ぶら

ない。礼
れい

を失
しっ

せず、自
じ

分
ぶん

の利
り

益
えき

を求
もと

めず、いらだたず、恨
うら

みを抱
いだ

かない。不義
ふ ぎ

を喜
よろこ

ばず、真実
しんじつ

を

喜
よろこ

ぶ。すべてを忍
しの

び、すべてを信
しん

じ、すべてを望
のぞ

み、すべてに耐
た

える。愛
あい

は決
けっ

して滅
ほろ

びない。・・・」

（Ⅰ
いち

コリント１３
じゅうさん

：４
よん

～８
はち

） 

 

 

 

どうしたらできるでしょうか。愛
あい

の 源
みなもと

であられる神様
かみさま

の前
まえ

で謙遜
けんそん

に祈
いの

り求
もと

めましょう。 

①
まるいち

「神様
かみさま

、私
わたし

の中
なか

には愛
あい

がありません。あなたの愛
あい

を私
わたし

の心
こころ

に注
そそ

いで満
み

たしてください。」 

②
まるに

「神様
かみさま

、あなたが私
わたし

を愛
あい

し、赦
ゆる

してくださったように、私
わたし

も〇〇さんを赦
ゆる

し、親切
しんせつ

にできる

ように創
つく

り変
か

えてください」 

③
まるさん

「神様
かみさま

、あなたの約束
やくそく

（Ⅰ
いち

テサ３
さん

：１２
じゅうに

、１３
じゅうさん

）を信
しん

じて行動
こうどう

できるように、聖霊
せいれい

によって

私
わたし

の心
こころ

を強
つよ

めてください。」 

 

７
なな

．金曜
きんよう

日
び

：さらなる研究
けんきゅう

 

「心
こころ

の貧
まず

しさを深
ふか

く感
かん

じ、自
じ

分
ぶん

のうちに何
なに

もよいものがないと感
かん

じるすべての者
もの

は、イエスを見
み

上
あ

げることによって、義
ぎ

と力
ちから

を見
み

いだすことができる。イエスは、『すべて重
おも

荷
に

を負
お

うて苦
く

労
ろう

し

ている者
もの

は、わたしのもとにきなさい』と言
い

われる（マタイ 1 1
じゅういち

： 2 8
にじゅうはち

）。」（『希
き

望
ぼう

への光
ひかり

』

1 1 2 7
せんひゃくにじゅうなな

ページ、『祝福
しゅくふく

の山
やま

』の「祝福
しゅくふく

」の章
しょう

） 

★上
うえ

の文章
ぶんしょう

にあるように、あなたは自
じ

分
ぶん

の愛
あい

の無
む

力
りょく

さを感
かん

じたことはありませんか？ イエス様
さま

を見上
み あ

げ、祈
いの

ることによって神
かみ

の愛
あい

と義
ぎ

と力
ちから

をいただいた経験
けいけん

などをグループで話
はな

し合
あ

ってみて

ください。 


